
学級数 数 男 女 合計

第四峡田小学校 抽選 2 66 33 54 87

第五峡田小学校 3 99 72 14 86

第七峡田小学校 抽選 2 66 66 5 71

大門小学校 2 66 15 10 25

尾久小学校 抽選 2 66 55 20 75

ひぐらし小学校 抽選 2 66 79 18 97

第五中学校 4 133 65 38 103

原中学校 4 133 97 57 154

尾久八幡中学校 抽選 4 133 139 119 258

諏訪台中学校 抽選 4 133 216 16 232

▽小学校

学校名
申込者数

▽中学校

受入可能
抽選
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来
年
度
の
小
学
校
新
入
対
象
児
童
は
区

内
で
１
６
３
６
人
。
中
学
校
は
新
入
学
予

定
者
は
１
５
２
０
人
で
す
。
町
屋
地
域
で

抽
選
に
な
っ
た
小
学
校
は
、
四
峡
、
七
峡

の
二
校
（
下
表
参
照
）
で
す
。
中
学
校
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
中
は
、
申
し
込

み
が
受
入
可
能
数
を
超
過
し
て
い
る
も
の

の
最
終
的
に
は
４
ク
ラ
ス
以
内
に
収
ま
る

と
予
想
し
て
、
抽
選
な
し
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
区
域
外
が
57
人
で
す
が
、
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
？
学
校
選
択
制
と
地
域
・
学

校
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
学
校
の
関
係
含
め
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
学
校
選
択
制

の
見
直
し
含
め
再
検
討
が
必
要
で
す
。

11
月
議
会
で
共
産
党
区
議
団
は
、

暮
ら
し
応
援
の
具
体
策
を
求
め
ま

し
た
。
消
費
税
８
％
増
税
で
暮
ら

し
と
地
域
経
済
は
、
い
っ
そ
う
冷

え
込
ん
で
い
ま
す
。
９
月
か
ら
導

入
さ
れ
た
全
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
経
費
（
単
年
度
６
億

円
以
上
）
の
見
直
し

や
２
５
０
億
円
の
積

み
立
て
金
の
一
部
を

使
え
ば
財
源
は
十
分

あ
り
ま
す
。

①
学
校
で
使
う
教
材
教
具
、
学

校
給
食
の
公
費
負
担
拡
大

子
育
て
世
代
の
教
育
費
負
担
が

増
大
し
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
へ
の
予
算
よ
り
も
、

学
校
給
食
や
教
材
教

具
へ
の
公
費
負
担
を

拡
大
し
義
務
教
育
無
償
の
原
則
実

現
に
自
治
体
と
し
て
力
を
尽
く
す

べ
き
で
す
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
も
な
り
ま
す
。

し
か
し
区
は
、
検
討
す
る
意
思

も
示
さ
な
い
残
念
な
答
弁
で
し
た
。

②
就
学
援
助
の
消
費
税
増
税
分

の
補
填
と
基
準
の
緩
和

ま
た
消
費
税
増
税
で
目
減
り
し

て
い
る
就
学
援
助
の
額
を
最
低
限

改
善
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
も
「
東
京
都
の
基
準
に
よ
っ

て
改
善
し
た
い
」
と
答
弁
。

③
高
齢
者
の
暮
ら
し
守
る

経
済
給
付
を

年
金
削
減
、
消
費
税
増
税
な
ど

高
齢
者
の
暮
ら
し
は
大
変
で
す
。

経
済
的
給
付
に
は
、
賛
否
両
論
あ

り
ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
後
期
高

齢
者
保
険
料
、
国
保
料
、
介
護
保

険
料
の
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
直
接
暮
ら
し
を
支
え
る
支
援

が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
「
ふ
ろ
わ
り
２
０

０
」
の
回
数
拡
大
や
保
険
料
軽
減

に
見
合
う
手
当
支
給
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
拡
大
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
、

年
に
一
回
３
千
円
（
商
品
券
）
を

70
歳
以
上
に
敬
老
と
生
き
が
い
手

当
て
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

区
は
答
弁
で
「
元
気
高
齢
者
へ

の
支
援
」
と
い
う
だ
け
で
暮
ら
し

を
支
え
る
手
当
支
給
は
拒
否
。

④
工
事
費
の
２
０
％
補
助
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業
は
、
全
国
の

多
く
の
自
治
体
で
実
施
、
産
業
育

成
、
仕
事
お
こ
し
、
住
宅
改
善
で

の
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
は
、
実
施
の
考
え
は
な
い
と

答
弁
。

共
産
党
区
議
団
は
、
来
年
度
予

算
編
成
に
向
け
て
引
き
続
き
区
民

要
求
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

昨
年
12
月
の
総
選
挙
で
日
本
共
産

党
は
、
大
き
く
躍
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
年
は
、
消
費
税
再
増
税
、

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
、
原
発
再

稼
働
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
を

ス
ト
ッ
プ
し
、
国
民
の
暮
ら
し
第
一
、

憲
法
９
条
を
守
り
次
代
に
引
き
継
ぎ
、

希
望
の
も
て
る
国
に
変
え
る
正
念
場

の
年
で
す
。
ご
協
力
頂
い
た
区
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
暮
ら
し
や
政
治
へ

の
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
年
金
削
減
に
加
え
要
支
援

の
サ
ー
ビ
取
り
上
げ
、
各
種
医
療
保

険
料
値
上
げ
な
ど
社
会
保
障
削
減
計

画
が
目
白
押
し
で
す
。

私
は
、
日
本
共
産
党
区
議
団
の
一

員
と
し
て
、
区
民
の
声
で
区
政
を
動

か
し
、
憲
法
を
暮
ら
し
と
区
政
に
生

か
す
立
場
を
貫
き
、
区
民
の
切
実
な

願
い
実
現
に
、
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。
引
き

続
く
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



良くなった
2%

64%

変わらない
31%

その他

0%

荒
川
区
議
会
11
月
議
会
で
、
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
を
「
６
時

〜
７
時
ま
で
の
延
長
保
育
を
実
施
」
「
月
額
１
０
０
０
円
の

利
用
料
」
と
す
る
内
容
の
改
定
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
で
、
来
年
４
月
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
の
延
長
保
育

が
制
度
化
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
来
年
度
は
、
第
四
峡
田
小

学
校
、
第
七
峡
田
小
学
校
な
ど
「
総
合
プ
ラ
ン
」
を
実
施
す

る
５
カ
所
に
限
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

再
来
年
度
、
全
学
童
ク
ラ
ブ
で
延
長
実
施
へ

共
産
党
区
議
団
は
委
員
会
質
疑
で
「
早
期
に
全
ク
ラ
ブ
実

施
を
」
と
求
め
た
と
こ
ろ
、
再
来
年
度
２
０
１
６
年
４
月
実

施
の
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
を
区
も
表
明
し
ま
し
た
。

全
学
童
保
育
朝
夕
時
間
延
長

朝
８
時
30
分
開
始
を
求
め
る
陳
情
も
採
択

荒
川
区
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
提
出
の
陳
情
「
延

長
保
育
と
保
育
時
間
を
朝
８
時
半
…
に
変
更
」
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
自
民
は
趣

旨
採
択
）
。
荒
川
区
は
、
予
算
措
置
含
め
対
応
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

荒川区は、密集市街地改善のために建て替え、住み

替え用の公的住宅確保条例を制定。しかし、東京都は、

道路拡幅などで移転せざるを得ない住民のための都営

住宅活用はきわめて不十分です。今回、東京都に都営

住宅の活用で希望に添った住宅に入れるよう求める共

産党提案の意見書が全会一致で可決されました。今後

の東京都への働きかけが求められます。

600通を超える回答をいただ

いています。突然の選挙のた

め集計作業が遅れて、統計数

はまだ少ないのですが、その

一部をご紹介します。

暮らしは「変わらない」方

も31％ですが、「悪化した」

は64％に。悪化の理由は「増

税」や「物価の値上がり」で

す。また教育では「いじめ対

策」と「給食無料化」に多数

の方の声が寄せられています。

これからも、寄せられた多

くの声や願いをしっかりと区

政に届けていきます。

悪化

不燃化特区などによる従前居住者のための

住宅について都営住宅の活用を求める意見書
荒川区は不燃化特区に指定された荒川2・4・7丁目、町屋・尾久

地区をはじめ木造密集地域を多く抱え、その改善は緊急課題となっ

ています。その中で補助90号線などの道路拡幅によって移転を余

儀なくされる方も少なくありません。アパート住まいの高齢者や

経済的理由などで移転先を見つけるのが困難な方も多くおられま

す。荒川区はこうした事態を受けて従前居住者用の住宅を確保す

る制度を作りました。しかし東京都は都営住宅への入居斡旋の制

度はあるものの希望する区内の都営住宅への入居が難しいなどそ

の活用は十分ではありません。都営住宅をはじめ公的住宅の空き

状況等を正確に入希望者の方に説明し、希望に沿った住宅に入れ

るような環境を整えるべきです。

よって荒川区議会は東京都に対し荒川区内の都営住宅の空き室

を従前居住者のための住宅として活用することを強く求めます。

（東京都知事あて）


